
教えて
ドクター！

心
臓
は
筋
肉
で
囲
ま
れ
て
い
て
、

収
縮
と
拡
張
を
く
り
返
し
な
が
ら
拍

動
し
続
け
ま
す
。
こ
の
ポ
ン
プ
作
用

に
よ
っ
て
、
心
臓
は
全
身
に
血
液
を

循
環
さ
せ
て
い
ま
す
。心
筋
炎
と
は
、

心
筋
に
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
炎

症
が
起
こ
り
、
心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能

が
低
下
す
る
病
気
で
す
。

心
筋
炎
に
な
っ
て
も
「
風
邪
か

な
？
」と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
治
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、

突
然
死
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
心
筋
の
細
胞
は
再
生
し
な
い

た
め
、
炎
症
の
範
囲
が
広
が
っ
て
重

症
化
す
る
と
、
心
不
全
（
Ｑ
２
の
左

の
欄
参
照
）や
危
険
な
不
整
脈
な
ど

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
の
で
す
。

心
筋
炎
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
最
も
多
い
原

因
は
ウ
イ
ル
ス
で
、一
般
的
な
風
邪

の
原
因
と
な
る
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
Ｂ
群

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
が
多
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
左
の
欄
参
照
）な
ど
が
原
因
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、細
菌
や
真

菌
、
寄
生
虫
、
特
定
の
薬
剤
、
ア
ル

コ
ー
ル
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
自

己
免
疫
疾
患
な
ど
が
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
に
は
原
因

が
特
定
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
心
筋
炎
を
発
症
す

る
と
悪
寒
や
発
熱
、頭
痛
、筋
肉
痛
、

倦
怠
感
、
吐
き
気
・
嘔
吐
、
下
痢
と

い
っ
た
風
邪
や
胃
腸
炎
な
ど
の
症
状

が
先
行
し
て
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
症
状
だ
け
に
と
ど
ま
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
急
性
心
筋
炎

で
は
、
不
整
脈
や
胸
痛
、
心
不
全
な

ど
の
重
い
症
状
が
現
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
な
か
に
は
、
急
激
に
悪
化

し
て
心
不
全
や
失
神
な
ど
の
シ
ョ
ッ

ク
症
状
を
起
こ
す
場
合
（
劇
症
型
心

筋
炎
）も
あ
り
ま
す
。

心
筋
炎
は
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、

健
康
な
人
に
も
突
然
発
症
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
息
切
れ
や
強
い
倦
怠

感
な
ど
、
風
邪
症
状
が
ふ
だ
ん
と
は

違
う
と
感
じ
た
と
き
は
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
、
早
期
発

見
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

心
筋
炎
を
診
断
す
る
に
は
、
ま
ず

聴
診
で
心
臓
の
音
に
異
常
が
あ
る
か

を
確
認
し
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

や
心
電
図
検
査
、
心
臓
超
音
波
検
査

（
心
エ
コ
ー
検
査
）な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、診
断
の
補
助
と
し
て
、心
臓
が

損
傷
を
受
け
た
と
き
に
増
加
す
る
物

質
の
濃
度
を
測
定
し
ま
す
（
心
筋
障

害
マ
ー
カ
ー
検
査
）。確
定
診
断
の
た

め
に
、心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
で
心
筋
細
胞

を
少
量
採
取
し
、
病
理
学
的
検
査
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

心
筋
炎
は
命
に
か
か
わ
る
場
合
も

あ
る
た
め
、
軽
症
で
あ
っ
て
も
入
院

し
、
経
過
観
察
や
必
要
に
応
じ
て
治

療
を
行
い
ま
す
。
軽
症
で
あ
れ
ば
比

較
的
短
い
入
院
で
済
み
ま
す
が
、
炎

症
が
強
い
場
合
は
数
カ
月
の
入
院
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

心
筋
炎
に
よ
っ
て
心
不
全
が
起
き

て
い
る
場
合
は
、
心
臓
の
負
担
を
軽

減
す
る
薬
、
体
の
余
分
な
水
分
を
減

ら
し
て
む
く
み
を
取
る
利
尿
薬
、
心

臓
の
ポ
ン
プ
機
能
を
高
め
る
強
心
薬

な
ど
を
用
い
て
治
療
を
し
ま
す
。　

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
を
と
も
な
い
命
の

危
険
の
あ
る
劇
症
型
心
筋
炎
を
起
こ

し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、

近
年
、一
時
的
に
強
力
な
心
肺
補
助

循
環
装
置
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
り

命
を
救
え
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
代
表
的
な
装
置
が
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｓ

（
経
皮
的
心
肺
補
助
）や
Ｌ
Ｖ
Ａ
Ｓ

（
補
助
人
工
心
臓
）で
す
。

一
方
、
不
整
脈
が
起
き
て
い
る
場

合
に
は
、
抗
不
整
脈
薬
な
ど
の
薬
物

療
法
を
行
っ
た
り
、一
時
的
に
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
を
植
え
込
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
て
い
る
心
筋
炎
に
は
、
い

ま
の
と
こ
ろ
有
効
な
治
療
薬
が
確
立

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
副

腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
な
ど
の
効

果
が
期
待
で
き
る
治
療
法
を
必
要
に

応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

心
筋
に
炎
症
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
り

心
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
病
気

息
切
れ
な
ど
風
邪
症
状
が

い
つ
も
と
違
う
場
合
は
要
注
意
！

軽
症
の
場
合
で
も
入
院
が
必
要

原
因
や
状
態
に
応
じ
た
治
療
を
行
う

突然死のおそれもある

心筋炎
心筋炎とは、心臓の筋肉（心筋）に炎症が起こる病気です。

新型コロナウイルス感染症の合併症として、また新型コロナのワクチン接種の副反応として、
病名を知った方が多いのではないでしょうか。命を落とすこともある病気ですが、

正しい知識をもつことが心筋炎から命を守ることにつながります。

心筋炎は予防できる？

＊心膜炎：心臓は二重の心膜に包まれています。この
２枚の心膜でつくられる袋を心嚢といい、リンパ液が
入っています。心膜炎は心膜や心嚢に炎症が起きる病
気で、胸痛が現れるとともに、リンパ液が過剰に増え
て心嚢が膨らみ、心臓のポンプ機能が悪くなります。

　新型コロナのワクチン接種後、ごくまれ
ですが、心筋炎や心膜炎になったという
報告があります。このワクチンとは、ファイ
ザー社やモデルナ社のmＲＮＡワクチン
で、とくに10代、20代の男性に多い傾向
があります。接種後４日程度の間に胸の
痛み、動悸、息切れ、むくみなど
の症状がみられた場合は、速や
かに医療機関を受診してください。
　ただ、軽症の場合が多く、心筋炎や心
膜炎のリスクよりも、ワクチン接種のメリッ
トのほうが大きいと考えられています。

（厚生労働省「新型コロナワクチンＱ＆Ａ」より）

　心不全とは「心臓が悪いために、息切れ
やむくみが起こり、だんだん悪くなり、生命
を縮める病気」と定義されています（日本
循環器学会、日本心不全学会）。
　心筋炎も心不全を引き起こす原因疾患
の１つですので、早く見つけて、適切に対処
することが重要です。
　前述のとおり、心筋の細胞は再生しま
せん。残った心筋細胞にかかる負担を軽く
し、心臓を長持ちさせるため
の治療と、減塩、禁煙、
適度な運動習慣などの
心臓にやさしい生活習
慣などによって、心不全
の進行を食い止めること
が大切です。

　心筋炎は多くの場合、ウイルス感染によって起こる
ため、新型コロナウイルス感染症対策の徹底で培っ
た予防法が有効です。「コロナ慣れ」で気持ちがゆる
んでいる人は、いま一度、気を引き締めましょう。

と

心不全とは？

屋内や人との距離がとれない場合はマスク
を着用する

手洗いをこまめに行う

部屋の換気を定期的に行う

過労や過度なストレスを避け、十分な睡眠
をとる

栄養バランスのよい食事を規則正しく

禁煙をする

インフルエンザや新型コロナのワクチンを
接種する

　　など

Q1 心筋炎とはどんな病気ですか？

Q2  心筋炎を早く見つけるポイントは？

Q3  心筋炎の治療法について教えてください。

A

A

A

知っておきたい
健康相談室

監修 酒井良彦
さかい・よしひこ
獨協医科大学埼玉医療センター
循環器内科特任教授
1983年3月東京慈恵会医科大学卒業。日本赤
十字医療センターに勤務後、1985年より獨協医
科大学越谷病院（現・獨協医科大学埼玉医療セン
ター）循環器内科勤務。2019年より現職。日本
内科学会総合内科専門医、日本循環器学会専門
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新型コロナ 心筋炎
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